
参考質量
タイプ

・ブロック同士の接合は専用連結プレートを使用し、中詰土砂及びコンクリートを打設する。

参考図表

1601000 70015006 型 600

特記事項

・σｃｋ ＝ 24Ｎ/mm 以上。
2

許容差
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H
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2～6型

H

a

b 300

法留用コンクリート基礎

Ｌ

1 型

称

名

基－Ｐ工種記号

標準設計番号 河－Ⅰ－1

河－１

L

4000

4000

4000

4000

－5
＋10,

 90

500 1000 1000 1000 500

土砂

現場打ちコンクリ-ト

基礎材

コンクリート

中　詰　量　(m )

－0.0781 型

0.6786 型 0.545

0.275

0.492

3 型

5 型

0.328

0.459

端部(ジョイント部)タイプ

参考数量

3.340.334－

1.488 0.480

0.498

1.018

0.360

0.440

4.80

3.60

4.40

(製品長L=4.0m当り)

基　　　礎

土 砂 (m )
3

基礎材料

3

(m )
2

基面整正2
0
0

2
0
0

中央部

コンクリート

(端部) (中央部) (端部)

中央部断面図

2 型 600800 400 400 120140 120 140 4000 2610

2 型 0.162 0.485 － 0.320 3.20

注）2型の場合、中央部の中詰材については全てコンクリートである。
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・σｃｋ=24N/mm 以上。

・必要な場合に応じて、流速等に対する性能特性を証明できること。

・間知ブロック張を基本とし、面を大型にしたブロックとする。

・面の模様は自由とする。

特記事項

河－３

大型張ブロック
張－(大型)工種記号

河－Ⅱ－5名

称

タイプ

1

参考数量

胴込コンクリート量
3(m )

(1m 当り)

(m )3
裏込工

0.18 0.20

0.20

0.20

2

3

0.25

0.29

2

標準設計番号

2

参考図表

455

485

(kg)

質量

4001 0.35

3

2

0.50

0.45

タイプ
b寸法

(m)

・詳細は、「環境配慮型ブロック設計資料(北陸土木コンクリート製品技術協会)」による。





1802682603781200 4232.0型

2

・σｃｋ=24N/mm 以上。

特記事項
基礎工

吸出防止材

1 
: 
N

(鉄筋又は鋼線)

連結鉄筋又は連結線

1200

1200

±3許 容 差

3.0型

2.5型

―±3 ― ±3

392

400

429

432

241238

220 221

―

180

170

河－５

1
0
0

40
0

d

1200

12001.0型

1.5型

呼 び 名
寸　　法　　(mm) 参考質量

354300303374

353408 305285

b ca hd

180

180

(kg)

a

c

b

1
0
0

h

標準設計番号

工種記号称

名

連節階段ブロック
連－(階段)

河－Ⅱ－7

単位規　　格 数　　量名　　　称

2.16

31.7

28.8

60.9
φ=13mm

溶　接　長

鉄　　　筋

吸出防止材

河川護岸用
m ｔ=10mm

m

D=13mm

2

kg

ブ ロ ッ ク

連 節 階 段 2
350kg／m

2
m 

(28.8m 当り)参考数量
2

参考図表

・詳細は、「環境配慮型ブロック設計資料(北陸土木コンクリート製品技術協会)」による。



河－Ⅱ－9

隔

小口止

巻止

工種記号

標準設計番号

称

名

隔壁・小口止・巻止ブロック

接続金具

H H

a

ジョイント詳細図

ボルト

L

インサート

a

・ブロック同士の接合は専用接続金具を使用し、中詰コンクリートを打設する。

500 2500

－－3 10，－5＋＋＋
－3許容差 5，

・σｃｋ ＝ 24Ｎ/mm 以上。

特記事項

2

400
巻止め

300
3000

1000 2655

1000 2015

300
小口止め

400
3000

1000

1000 2015

1000 2655

1000 2760

(kg)Ha L

700 400 2500

900

650

1530700

2480900

650 1080

500

550隔　壁 300 2500

500 830

550 910

寸法　(mm)

呼び名

参考質量

参考図表

基礎材量

巻止め
0.0440

0.0240

小口止め

1000

0.0240

0.0440

0.0500

3

(ｍ )

700

900

650

0.0308

0.0450

0.0156

500

550隔　壁

0.0120

0.0132

呼び名

中詰コンクリート

0.600.06

0.500.05

0.500.10

0.600.12

0.700.14

2

(ｍ )
3

(ｍ )

0.600.12

0.700.12

0.500.10

0.500.10

0.500.10

基面整正面積

河－６



a

・必要な場合に応じて、流速等に対する性能特性を証明できること。

2
・σｃｋ ＝ 24Ｎ/mm 以上。

特記事項

基礎工

胴込コンクリート

裏込材

1000

±3許 容 差

200型

35,－＋ ―

100  0

呼 び 名
a T t

寸法　(mm)

―

(kg/m )

参考質量

a a

T250

t

T

1
00

2
50

a t100

河－７

名

称
突起型張ブロック

工種記号

標準設計番号 －

－

476

2

参考図表

裏込工胴込コンクリート量
呼 び 名

200型 -

(m )(m )3 3

(1m 当り)2

・詳細は、「環境配慮型ブロック設計資料(北陸土木コンクリート製品技術協会)」による。

1000350型 250 150 523

1000450型 350 250 549

350型 0.20.129

450型 0.218



・必要な場合に応じて、流速等に対する性能特性を証明できること。

植生土のう又は客土

基礎工

・モルタルや金具を用いてブロック同士を接合する。

・σｃｋ ＝ 24Ｎ/mm 以上。
2

特記事項

栗石

T

220～4001000～2000 1000

b

150～300 350kg/m 以上

t

寸　法　(mm)
参考質量

裏込材

充填コンクリート

a
(b
)

T

a

T

t

河－８

称

名

ボックス型平張ブロック
工種記号

標準設計番号

－

－

裏込工

0.2

(m )3

(1m 当り)2

参考図表

・詳細は、「環境配慮型ブロック設計資料(北陸土木コンクリート製品技術協会)」による。

a、b T、t

2

a

±3 35,－＋

寸法許容差





D10

許容差

呼び名

±3

a

1400

b

200

径

寸　法　(mm)

径

9

－

径

4

本数

4

本数

10

本数

2

鉄　　筋

1
(kg)

－

197

参考質量

t

300

2 3

b

a

12

3

t

a

±3

特記事項

・鉄筋は、SD295及びJIS G 3532に規定する鉄線とする。

・ 2

b

t

Ⅲ　型

+5,-3

σｃｋ＝24Ｎ/mm　以上。

±3 ±3

河－１０

工種記号

標準設計番号 河－Ⅱ－4

枠
コンクリート格子枠張

称

名



・水路の形状・隔壁の形状については、現場条件・水理特性等に基づき検討する。

・鉄筋は SD295とする。

・σｃｋ=24N/mm 以上。

特記事項

2

隔壁(アイスハ－バ－)

B

HH
隔壁(バ－チカルスロット)

L

本　体

河－１１

H

B

1
50

1
0
0

100

20

100

標準設計番号

工種記号
魚道ブロック

称

名

－

－

基礎砕石基礎コンクリート

0.1×(B+0.2)0.02×(B+0.2)

敷モルタル
3

参考数量

0.15×(B+0.2)

(延長1m当り)

(m ) (m )3 (m )3

基礎形状例

・詳細は「プレキャスト魚道ブロック工法の手引き（北陸土木コンクリート製品技術協会）」

による。

参考図表

基礎コンクリート

敷モルタル

基礎砕石



監 査 廊

特記事項

・部材の種類は他に階段部・交差部がある。
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R1
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0
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断　面　図 側　面　図

洗い出し仕上げ

(外側)

1 D25-8

D25-82

200

D19-344

D25-73

D19-344

D25-81

2 D25-8

3 D25-7

[一般水平部]

河－１２

標準設計番号

工種記号 －

－



工種記号

標準設計番号

河－１３

参考図表

称

名

－

－

Ⅰ 型

t

aa

a

a

t

Ⅱ 型

Ⅲ 型

(kg/m )ta

Ⅱ 型 194

100

Ⅲ 型 195

Ⅰ 型 200  135

寸法 (mm)

タイプ
参考質量

100

100

 140

 125

2

－
3＋

－
＋3

a

a

a

t

ブロックマット

1 
: 
N

アンカーピン等

本数(本/m )

1.5 0.7

必要アンカーピン法勾配

(割)

1.8

2.0

3.0

0.6

0.5

0.3

法勾配と必要アンカーピン本数

許容差

許容差 －

－

L=60cm,D=16mm,コの字型

a

ブロックマット

－2
＋3許容差 －

－3
＋5

－
3＋

－
＋3

－
3＋

－
＋3

特記事項

・σｃｋ＝18N/mm  以上。
2

・詳細は、「河川災害復旧護岸工法技術指針(案) (社団法人 全国防災協会)」による。

a

2

シート

引張強度 2.94(kN/5cm)以上

透水性 0.01(cm/s)以上






